
倉
茂　

政
樹

（
日
本
共
産
党
市
議
団
）

稲
作
経
営
継
続
安
定
化
支
援
の
継
続
と

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
寄
付
と
公
費
負
担

‌　
　

農
林
水
産
省
の
令
和
４
年
農
業
経

営
体
の
経
営
収
支
統
計
で
は
、
一
経
営

体
当
た
り
粗
収
益
３
７
８
・
３
万
円
、

経
営
費
３
７
７
・
３
万
円
で
農
業
所
得

は
１
万
円
で
あ
る
。
稲
作
経
営
継
続
・

安
定
化
支
援
事
業
は
次
期
作
に
向
け
て

と
限
定
せ
ず
、
継
続
す
べ
き
で
は
。

●�稲作経営継続・
安定化支援事業

　農業用資材などの価
格高騰や、昨年夏の高
温・少雨の影響で米の
等級が低下しているこ
とから、次期作に向け
た自然災害リスクへの
備えと等級低下を防ぐ
水稲栽培管理などを支
援する事業。

　
　

今
後
も
危
惧
さ
れ
る
猛
暑
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
高
温
に
強
い
作
付
け
へ

の
転
換
、
営
農
努
力
で
は
対
処
で
き
な

い
リ
ス
ク
に
備
え
た
支
援
と
し
て
い
る
。

‌　
　

文
科
省
は
、
学
校
の
管
理
運
営
経

費
以
外
の
も
の
で
も
安
易
に
保
護
者
な

ど
へ
負
担
転
嫁
す
る
こ
と
は
適
当
で
は

な
い
と
通
知
し
て
い
る
。
除
雪
機
や

ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
寄

付
で
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

公
費
で
負
担
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

　
　

管
理
運
営
経
費
は
公
費
負
担
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
教
育
環
境
の
充
実
を

目
的
と
す
る
寄
付
は
、
利
害
関
係
が
な

く
、
宣
伝
や
売
名
行
為
の
恐
れ
が
な
い

場
合
は
受
け
入
れ
て
い
る
。（
教
育
長
）

小
林　

裕
史

（
新
風
に
い
が
た
）

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
と

　

児
童
の
放
課
後
の
居
場
所

‌　
　

理
不
尽
な
要
求
や
悪
質
な
ク
レ
ー

ム
を
突
き
付
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
あ
ら
ゆ
る
業
界
で
起
き
て
い

る
。
東
京
都
で
は
、
動
画
で
の
周
知
啓

発
を
行
う
他
、
本
年
２
月
に
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
条

例
策
定
の
検
討
を
表
明
し
た
。
消
費
者

へ
の
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

消
費
者
の
意
見
や
要
望
は
社
会
の

利
益
に
つ
な
が
る
一
方
で
、
行
き
過
ぎ

た
言
動
は
犯
罪
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

国
の
取
り
組
み
や
他
都
市
の
動
向
を
見

つ
つ
消
費
者
へ
の
周
知
啓
発
に
努
め
る
。

‌　
　

放
課
後
の
時
間
は
、
心
理
的
、
物

理
的
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
が
保
障
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
固
定
概
念
か

ら
脱
却
し
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
市
が
目
指

す
放
課
後
の
居
場
所
像
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
実
態
を

把
握
し
、
居
場
所
の
立
ち
上
げ
支
援
と

持
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
多

様
な
居
場
所
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
。

伊
藤　

健
太
郎

（
翔
政
会
）

若
者
か
ら
選
ば
れ
る
新
潟
市
と

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
付
き
合
い
方

‌　
　

本
市
に
と
っ
て
若
者
が
新
潟
で
働

く
こ
と
、
い
っ
た
ん
は
県
外
へ
出
た
若

者
が
本
市
に
戻
り
暮
ら
し
て
く
れ
る
こ

と
が「
選
ば
れ
る
新
潟
市
」の
本
質
だ

と
考
え
る
。
現
在
、
若
者
か
ら
選
ば
れ

る
新
潟
市
に
な
る
た
め
に
、
市
長
は
ど

の
よ
う
な
思
い
で
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
か
。

　
　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
に
富

ん
だ
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ま
ち
が
広
が
り
、

若
者
が
夢
や
希
望
を
も
っ
て
働
き
、
自

己
実
現
で
き
る
、
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

‌　
　

全
生
徒
・
児
童
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

配
布
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
容
易
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
良
い

影
響
も
あ
る
一
方
で
悪
影
響
も
あ
る
。

子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
正
し
く

付
き
合
う
た
め
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
利
用
の
確
認
書

を
毎
年
配
布
し
、
端
末
の
適
切
な
利
用

に
関
し
て
の
ル
ー
ル
な
ど
を
保
護
者
と

子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
確
認
し
て
い
る
。

美
の　

よ
し
ゆ
き

（
翔
政
会
）

空
き
家
の
公
費
解
体
と

　

退
職
す
る
職
員
に
贈
る
市
長
の
言
葉

‌　
　

公
費
解
体
は
農
業
施
設
も
対
象
と

し
た
素
晴
ら
し
い
支
援
制
度
で
あ
る
が
、

空
き
家
の
公
費
解
体
申
請
時
の
添
付
書

類
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

被
災
証
明
書
が
必
要
と
な
る
が
、

交
付
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
は
建
築
部
が

主
体
と
な
り
進
め
る
。

‌　
　

議
会
答
弁
に
今
ま
で
立
っ
て
い
た

だ
い
た
、
こ
の
春
退
職
さ
れ
る
幹
部
の

皆
さ
ま
。
そ
し
て
未
知
の
病
気
で
あ
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
、

そ
の
身
を
持
っ
て
市
民
を
守
り
、
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
対
応
に
、
昼
夜
を

問
わ
ず
対
応
し
た
市
職
員
。
市
民
の
た

め
に
そ
の
人
生
を
さ
さ
げ
、
こ
の
春
に

退
職
さ
れ
る
全
て
の
職
員
へ
市
長
か
ら

贈
る
言
葉
は
。

　
　

退
職
す
る
職
員
に
は
長
き
に
わ
た

り
、
市
民
の
奉
仕
者
と
し
て
市
役
所
業

務
に
全
力
で
専
念
さ
れ
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
る
。
今
後
も
健
康
に
留
意
さ

れ
、
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
引
き
続

き
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

西
脇　

厚
（
翔
政
会
）

震
災
時
の
農
地
、
農
業
施
設
の
被
害
と

　

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の
方
向
性

‌　
　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い

て
、
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ

や
住
宅
の
被
害
と
同
時
に
農
地
や
農
業

施
設
へ
の
被
害
も
全
市
に
多
く
見
ら
れ

て
い
る
。
農
地
や
農
業
施
設
の
震
災
被

害
の
状
況
と
、
ど
の
よ
う
な
復
旧
支
援

を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

市
内
全
域
で
用
排
水
路
の
沈
下
や

農
作
業
小
屋
の
倒
壊
な
ど
を
確
認
し
て

い
る
。
早
期
に
営
農
を
再
開
で
き
る
よ

う
、
地
震
か
ら
の
復
旧
に
向
け
た
事
業

を
２
月
補
正
予
算
に
追
加
提
案
す
る
。

‌　
　

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
は
、
受
け
皿
の
対
策
が
急
が
れ

て
い
る
。
地
域
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ

り
、
得
意
、
不
得
意
な
分
野
な
ど
地
域

格
差
が
出
て
く
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
、
所
見
を
伺
う
。

　
　

令
和
６
年
度
か
ら
２
年
間
、
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
推
進
室
を
教
育
委
員
会
内

に
設
置
し
、
状
況
を
捉
え
な
が
ら
指
導

助
言
、支
援
を
し
て
い
く
。（
教
育
長
）

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

さ
ら
な
る
宅
地
復
旧
支
援
の
必
要
性
と

　

エ
リ
ア
別
の
地
元
調
整
の
進
め
方

‌　
　

熊
本
地
震
で
は
被
災
し
た
個
人
宅

地
の
復
旧
に
対
し
、
最
大
１
千
万
円
で
、

３
分
の
２
を
補
助
す
る
支
援
を
行
っ
た
。

本
市
で
も
、
さ
ら
な
る
宅
地
復
旧
の
支

援
を
行
い
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

　
　

本
市
独
自
の
液
状
化
等
被
害
住
宅

修
繕
支
援
、
さ
ら
に
促
進
加
算
制
度
も

創
設
し
、
被
災
者
の
負
担
軽
減
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
県
と
も
連
携
し
、
さ
ら

な
る
支
援
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

‌　
　

地
域
全
体
が
宅
地
被
害
を
受
け
た

場
合
、
個
別
対
応
で
の
復
旧
は
難
し
く
、

地
域
一
帯
で
の
整
備
方
針
を
決
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
道
路
修
繕
、
宅
地
復

旧
に
至
る
ま
で
、
エ
リ
ア
別
の
地
元
調

整
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
で

具
体
的
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

本
年
４
月
か
ら
道
路
測
量
・
設
計

を
行
い
、
６
月
ご
ろ
に
は
沿
道
関
係
者

と
個
別
に
調
整
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の

道
路
復
旧
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

高
橋　

聡
子

（
と
も
に
躍
動
す
る
新
潟
）

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
対
応
と

　

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

‌　
　

津
波
避
難
の
場
合
、
限
ら
れ
た
時

間
と
人
員
で
ど
の
よ
う
な
支
援
活
動
が

で
き
る
の
か
、
具
体
的
な
支
援
方
法
の

検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
を
活
用
し
た
支
援
体

制
構
築
の
取
り
組
み
の
中
で
、
個
別
避

難
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

令
和
５
年
度
か
ら
地
域
主
体
の
計

画
作
成
に
加
え
、
避
難
支
援
の
実
効
性

確
保
の
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や

相
談
支
援
専
門
員
な
ど
の
福
祉
専
門
職

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

‌　
　

本
年
４
月
か
ら
運
輸
業
に
年
９
６

０
時
間
の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
が
適

用
さ
れ
、
残
業
時
間
短
縮
に
よ
る
賃
金

低
下
か
ら
離
職
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。

物
流
は
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き

く
関
わ
る
た
め
、
物
流
産
業
へ
の
支
援

や
対
策
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

●物流の2024年問題
　物流業界は現在、担い手
不足やカーボンニュートラ
ルへの対応などの課題を抱
えている中で、「働き方改
革関連法」の改正に基づ
き、自動車運送事業の時間
外労働や拘束時間などが見
直されることで、輸送能力
が不足し、物流の停滞が懸
念されている。

　
　

本
市
へ
の
影
響
は
、
幅
広
い
業
種

に
影
響
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
本

市
の
景
況
調
査
や
経
済
団
体
の
聞
き
取

り
な
ど
に
よ
り
ニ
ー
ズ
把
握
し
て
い
く
。

東
村　

里
恵
子

（
翔
政
会
）

令
和
６
年
度
の
組
織
改
正
と

　

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
応
募

‌　
　

令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
、
市
長
は「
新
潟
の
明
る
い
未
来
を

切
り
ひ
ら
く
！
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
令
和
６

年
度
の
組
織
改
正
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
都
市
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
持
続

可
能
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
環
境
整
備

に
教
育
委
員
会
が
市
長
部
局
と
連
携
し

て
取
り
組
む
部
署
な
ど
を
新
設
す
る
。

‌　
　

地
域
の
脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
、

地
域
の
活
性
化
や
防
災
力
の
強
化
に
も

結
び
付
け
、
持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
本
市
、
新
津
商
工

会
議
所
、
地
元
資
本
の
ガ
ス
会
社
な
ど

が
中
心
と
な
っ
て「
秋
葉
区
み
ら
い
会

議
」が
設
置
さ
れ
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

国
が
選
定
す
る
脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の

応
募
に
つ
い
て
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
を
伺
う
。

令和３年に設立された秋葉区みらい会議

　
　

次
の
申
請
の
６
月
に
向
け
、
新
津

程
島
地
区
エ
リ
ア
で
、
脱
炭
素
と
地
方

創
生
を
同
時
実
現
す
る
取
り
組
み
を
商

工
会
議
所
な
ど
と
共
に
検
討
し
て
い
る
。

にいがた市議会だより5 令和６年（2024年）４月21日
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